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              夢の持てる事業所開設を目指します 

平成 18年 4月にスタートした当施設も 5度目の春を迎えることができました。日頃より坂井市ご当局の積極

的なご協力、ご指導をいただき、また保護者の方々のご協力にあらためて厚く感謝御礼申し上げます。 
 4月 8日、県より平成 22年度障害者自立支援基盤事業の内示をいただきました。設立当初より、児から者へ

の支援に向けての思いが叶い、いよいよ現実のものとなってまいりました。23 年度春開設を目指して、心新た

に日々努力してまいります。利用される方に寄り添いながら「明るく楽しく元気よく、無から有を」をテーマ

に、ハンデを背負った方たちが心身から癒される事業所（農園づくり）を目指したいと考えております。「学齢

期を過ぎ、生涯生活するであろう地域の中で当たり前に過ごせる環境を整備する」初心をいつも心に、自己研

鑽してまいりたいと思っております。 

            また、昨年度より坂井障がい者交流センターとしての運営の中で、未就学児を対象 

とした「そよかぜサロン」を 2回実施致しました。子育て中の親子が気軽に気楽に 

集える交流の場を提供しながら、少しでも子育てを応援する活動ができればと考え、 

今年度も 3回実施の予定をしています。就学前→就学期→就労期がうまくつながって 

いければと考えております。 

            今後とも更なるご支援、ご指導をいただければ幸いでございます。 

   専務理事  黒坂 輝雄 

 

●第 5回保護者会研修会報告● 

２月７日（日）この日の研修会は、講師に内田彰夫さんをお招きし「子ど

もの特性を知る」というテーマで、お子さんのよりよい人生を支援する上で

特性を知ることの大切さについてお話ししていただきました。就労現場の

質疑応答については、桝井宏之さんに丁寧に説明していただきました。 

 

●●●参加された保護者の方の声●●● 

内田さんのお話は、毎回身近なテーマがあって、即生活に役立つ 

内容のお話なので、毎回楽しみにしています。また、常に子育てにどんな

視点が必要なのかということを意識させてくれます。理論的な内容であっ

ても、それを難しく感じさせることなく、日常の身近な場面と照らし合わせ

ながらやわらかくわかりやすくお話しをしてくださるので吸収しやすく大変

ありがたく思います。 

就労の現場で活躍されている桝井さんのお話は、近い将来、自立した

大人として我が子を社会に送り出せるように、今、家庭で何をすべきなの

かを親としての心構えを意識させられ考えさせられます。「就労」や「卒業

後の生活」に対して、親はまだ身に降りかかっていないのでイメージしにく

い部分もありますが、不安であることは事実です。今後も予備知識をいた

だいて備えていきたいと思います。是非、就労の現場見学をさせていただ

きたいと思います。 

 

※今年度は当法人の勉強会として「就労期を考える」をテーマに実施した

いと考えています。 

 福井県共同募金会様より助成金をい

ただき、2月14日（日）そよかぜサロンで

ミュージックケアを行いました。 講師の

野中千枝先生に楽しく導いていただき、

参加された 9 組の親子は時が過ぎるの

を忘れてしまうくらい笑顔いっぱいのミュ

ージックケアでした。終わってから、ジュ

ースとお菓子を食べながら、次回のサロ

ンの内容について話をしました。第 3 回

は楽しく親子で料理（食育）サロンを 6月

に実施します。 

  

 

    

 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ある日の活動風景～ 

 

                

   

３月１４日県歯科医師会の池田先生と歯科衛生士の

方が当センターにお越しになり、障がい児の歯の治療及

び口腔衛生管理指導をしていただきました。 

 池田先生の大変分かりやすく、ユーモアあふれる話し

方に話に引き込まれながら、正しい歯磨きの練習をしま

した。 

 「障害がある場合、歯科疾患の早期発見・治療が大切

です」とのこと。5 組の親子の参加でしたが、もっと親子

参加があったらよかったなぁ…傍らでつくづく感じました。                

（黒坂）         

  
皆さん、池田先生のお話を    カラーテスターをして磨き残       

集中して聞いています。      しをチェック。正しいブラッシング

を教わりました。 

      

             

 

 

 
３月１６日坂井市赤十字奉仕団坂井分団（定池分団長）様

よりご寄付をいただきました。癒し空間（スヌーズレン室）の備

品を購入させていただきました。ありがとうございました。 

 スヌーズレン室とは？  
障害をもつ人が感じ取りやすく、楽しみやすいように、光・音

や音楽・いろいろな素材の触れる物・香りなどの刺激を揃えた

環境を作り、提供します。その環境の中で、障害をもつ人とも

たない人が同じ活動をします。同じ活動をする中で、障害をも

っている人自身の活動のペース、人や物への関わり方をあり

のままに受け入れ、障害をもたない人も一緒にその場を楽し

みます。快い刺激を揃えた環境の中で、人と人が出会い、お

互いの感じ方や喜びを共有し、関係を深めるのです。 

            ～加賀市 南陽園パンフレットより引用～ 

 

●●●アルバイトを経験して●●● 
大原学園アイビー医療福祉専門学校保育科 3年生の牧田

啓さんから声を寄せていただきました。 

春休みには、スマイルネットワークさかいさんでのアルバイト

を経験させていただきました。1年生の時からボランティアとし

て子ども達と関わってきましたが、コミュニケーションの方法な

ども学びたかったのでアルバイトのお話をお受けすることにし

ました。 

子どもたちと関わることはボランティアの時と同じですが、 

アルバイトでは子どもたち一人一人を見て遊ぶ中で、子どもた

ちに怪我や熱があるかを確かめるなど、責任もあることを痛感

しました。また、ボランティア時の半日と違い、アルバイトでは

朝から夕方まで１日子どもたちと接することができ、僕には、ス

タッフの方の子どもたちとの関わり方や対処の仕方を近くで見

て、とても勉強になりました。保育士を目指す今、スマイルネッ

トワークさかいは保育園、幼稚園とは違いますが、この施設だ

けの楽しさというのが分かりました。丸１日子どもたちと行動を

共にすることでお互いに分かり合えたことがあります。また、子

どもたちからはたくさんの事を教わったことがあり、自分の成長

にもプラスになったと思います。今回のアルバイトでは自分の

考えも変わりつつあり、アルバイトをしたことがとてもよかったと

思いました。 

まだ学生で資格取得途中の僕に、このようなアルバイトを経

験させていただきありがとうございました。 

       

 

 
 

 

 

スマイル農園のビニールハウス

でおやつタイム。きもちいいね！ ローソンまで歩いてお買い物に出か

けました。店員さんとも顔馴染みにな

り、じっくり選んでお金のやり取りも練習

しています。 

おやつづくり みんなと一緒に作るといつも

は食べられなかったものも食べられたよ！不思

議だね（＾ｖ＾） お菓子の空き袋を使ってお店屋さんごっこ。

ラーメン、カレー、麻婆豆腐が人気です。  

 
ありがとうございました 

 

      今後の予定 

５月１４日（金） スマイルネットワークさかい総会 

５月２８日（金） おやつ作り 

６月５日（土）６日（日） １泊２日親子旅行 

６月中旬     第３回そよかぜサロン 

６月下旬     かかしコンテスト準備立ち上げ                        

７月２４日（土） 保護者会役員会 

７月３１日（土） 夏まつりお楽しみ会 

 


